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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 88,930 △2.9 3,865 0.5 4,636 7.7 2,378 1.2
24年3月期第2四半期 91,568 1.9 3,847 △4.9 4,305 △5.0 2,350 19.8

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 2,208百万円 （△2.5％） 24年3月期第2四半期 2,266百万円 （26.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 35.36 ―

24年3月期第2四半期 34.94 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 135,668 44,953 31.1
24年3月期 135,176 43,010 29.9

（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  42,152百万円 24年3月期  40,455百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 3.75 ― 3.75 7.50
25年3月期 ― 3.75

25年3月期（予想） ― 3.75 7.50

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 167,000 △3.5 4,700 1.7 5,400 0.8 2,400 4.0 35.67



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第1四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。詳細
は、添付資料P.4 「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3 「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 67,346,935 株 24年3月期 67,346,935 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 73,304 株 24年3月期 72,460 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 67,274,006 株 24年3月期2Q 67,276,818 株
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（容器事業） 

飲料用スチール空缶につきましては、主力の缶コーヒー分野において、積極的な営業活動を進めてまい

りましたものの、東日本大震災後に一時的に需要が増加した前年同期からの反動等により本年度は減少と

なり、飲料用スチール空缶全体では前年を下回る販売となりました。 

 食品缶詰用空缶につきましては、主要販売品目のうち農産缶詰は、主力のスイートコーン缶が順調に販

売されるなど、農産缶詰全体では前年を上回る実績となりました。しかしながら水産缶詰は、業界の動向

と同様に猛暑の影響により、サバやサンマの水揚げが遅れたことや、三陸地方における充填先でのインフ

ラ整備の遅れによる水産原料調達不足の発生など、水産缶詰全体では前年を下回る販売となり、食品缶詰

用空缶全体につきましても前年を下回る販売となりました。 

 つぎにプラスチック容器につきましては、飲料用ペットボトル分野におきまして、大型ペットボトル、

小型ペットボトルともに好調に推移したため、前年同期を上回る販売となりました。 

 一方、無菌充填用プリフォーム（ボトル成形前の中間製品）は、前年を下回る販売となりました。 

 食品用ペットボトルにおきましては、醤油などを中心に消費低迷の影響を受けたことなどにより、食品

用ペットボトル全体では前年を下回る販売となりました。 

 一般成形品および加工品につきましては、園芸品分野が前年割れの結果となりましたものの、化粧品分

野において、春先からの新製品の受注が寄与したため、前年を上回る販売となりました。 

 エアゾール用空缶につきましては、まず、工業用品は新製品を獲得したことに加え、新規にプライベー

トブランド商品を獲得するなど、前年を大きく上回る販売となりました。また、殺虫剤関連品は、春先の

低温化傾向により業界全体の販売が伸び悩むなか、当社グループでは順調に受注し、ほぼ前年並みの結果

となりました。しかしながら、家庭用消臭剤は新製品の獲得に力を注いでまいりましたものの、一部お客

様による海外シフトの影響を受けたため、前年を下回る結果となり、また、昨年の東日本大震災後に大幅

に需要が増加した燃料ボンベ缶につきましても、本年度はその反動を受ける形となり前年を下回る結果と

なりましたため、エアゾール用空缶全体では前年を下回る販売となりました。 

 美術缶につきましては、お客様による他の包材への移行が進むなど業界を取り巻く環境は厳しい状況が

続いておりますが、当社グループでは積極的な営業活動を進めてまいり、昨年度の新規得意先向け売上げ

を大きく伸ばすなど、美術缶全体では前年を上回る販売となりました。 

 以上の結果、容器事業全体の売上高は、25,560百万円と前年同期に比べ6.2％の減少となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の減速感が増すなか、国内においても電力

の供給問題や円高の長期化が続くなど、依然として厳しい状況で推移いたしました。

当第2四半期連結累計期間の清涼飲料業界における状況につきましては、梅雨明け以降の猛暑と、その

後、長期間続いた残暑により、業界全体では前年を上回る結果となりました。これをカテゴリー別で見ま

すと、炭酸飲料は清涼飲料各社の新製品が好調に推移したため、前年を上回る結果となりました。また、

ミネラルウォーターにつきましても昨年の東日本大震災以降の防災備蓄意識の高まりに引き続き支えられ

たこともあり、ほぼ前年並みの結果となりました。その他、スポーツ飲料につきましては前年割れの結果

となりましたものの、コーヒー飲料、果汁飲料、茶系飲料につきましては順調に推移いたしました。 

 食品缶詰業界につきましては、水産缶詰が今夏の猛暑により、海水温が高い状況が続いたため、サバや

サンマなどの水揚げが例年より遅れ減産となりました。また、水産缶詰・農産缶詰ともに、円高による輸

入製品の増加の影響を受けたため、国内生産は減少し、食品缶詰業界全体としては前年を下回る結果とな

りました。
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（充填事業） 

充填事業全体では、４月以降６月までにつきましては、昨年度の東日本大震災による特需および電力制

限に備えた前倒し生産による需要増と比較すると、本年度は減産という結果になりましたが、７月以降に

つきましては、夏場の猛暑とその後の残暑が長引いたことにより大きく増産となりました。 

 製品別に見ますと、まず缶製品につきましては、缶コーヒーの販売不振に伴う受注の減少等により、缶

製品全体では前年を下回る販売となりました。 

 ペットボトル製品につきましては、大型ペットボトル製品が、麦茶・緑茶・ウーロン茶の増産により前

年を上回る販売となりました。また、アセプティック（無菌充填）を含む小型ペットボトル製品も、茶系

飲料を中心に大きく伸びたため、前年を上回る販売となり、ペットボトル製品全体では前年を上回る販売

となりました。 

 以上の結果、充填事業全体の売上高は、62,634百万円と前年同期に比べ1.3％の減少となりました。 

  

（機械製作事業） 

 機械製作部門につきましては、カタログ商品である液体小袋充填機が好調であり、また、医薬品用遠心

分離機が昨年のインド向けに続き、本年度は中国向けにも販売されるなど、更なる拡販に向けた営業活動

をおこなっております。しかしながら、グループ向けの大型案件が昨年度で終了したことから、本年度に

つきましては機械製作部門全体では前年割れの結果となりました。 

 また、エンジニアリング部門につきましても、充填事業向け工事の新規受注等はありましたものの、昨

年の東日本大震災からの復旧工事等の特需も一服するなど、当第2四半期連結累計期間につきましては前

年を下回る実績となりました。 

 以上の結果、機械製作事業全体の売上高は、735百万円と前年同期に比べ14.0％の減少となりました。 

  

  

 （総資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は135,668百万円（前連結会計年度末は135,176百万

円）となり491百万円の増加となりました。これは有形固定資産が減少（62,633百万円から60,345百万円

へ2,287百万円の減）したものの、第２四半期は販売数量が増加する時期であるため、受取手形及び売掛

金並びに電子記録債権が増加（39,157百万円から41,821百万円へ2,663百万円の増）したことが主な要因

であります。 

 （負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は90,714百万円（前連結会計年度末は92,165百万円）

となり1,450百万円の減少となりました。これは買掛金が減少（32,636百万円から31,103百万円へ1,532百

万円の減）したことが主な要因であります。 

 （純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は44,953百万円（前連結会計年度末は43,010百万

円）となり1,942百万円の増加となりました。これは主に四半期純利益2,378百万円の計上、配当金の支払

い252百万円及び為替換算調整勘定の減少（△161百万円から△410百万円へ248百万円の減）によるもので

あります。 

  

平成25年3月期の通期の業績予想につきましては、平成24年5月11日に公表いたしました業績予想に変更

はありません。 

以上により、当第2四半期連結累計期間における売上高は、88,930百万円と前年同期比2.9％の減少とな

りましたが、営業利益は3,865百万円（前年同期比0.5％増）、経常利益は4,636百万円（前年同期比7.7％

増）、四半期純利益は2,378百万円（前年同期比1.2％増）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第1四半期連結会計期間より、平成24年4月1

日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しておりま

す。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第2四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益はそれぞれ44百万円増加しております。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,595 532

受取手形及び売掛金 34,711 37,098

電子記録債権 4,445 4,722

商品及び製品 4,731 4,269

仕掛品 2,140 2,153

原材料及び貯蔵品 2,313 2,289

繰延税金資産 768 831

その他 3,446 3,203

貸倒引当金 △21 △21

流動資産合計 54,132 55,078

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,375 19,873

機械装置及び運搬具（純額） 20,766 19,641

土地 15,837 15,831

リース資産（純額） 950 958

建設仮勘定 4,307 3,617

その他（純額） 395 423

有形固定資産合計 62,633 60,345

無形固定資産 1,140 1,162

投資その他の資産   

投資有価証券 14,148 14,504

長期貸付金 24 520

繰延税金資産 484 873

その他 2,691 3,261

貸倒引当金 △77 △77

投資その他の資産合計 17,270 19,082

固定資産合計 81,044 80,590

資産合計 135,176 135,668
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 32,636 31,103

短期借入金 14,502 17,463

リース債務 294 307

未払法人税等 1,352 1,672

賞与引当金 760 772

その他 6,362 6,425

流動負債合計 55,909 57,744

固定負債   

長期借入金 31,855 28,441

リース債務 841 886

繰延税金負債 129 131

退職給付引当金 2,421 2,500

長期未払金 214 208

その他 794 802

固定負債合計 36,256 32,970

負債合計 92,165 90,714

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,086 11,086

資本剰余金 10,750 10,750

利益剰余金 17,994 20,120

自己株式 △23 △23

株主資本合計 39,808 41,934

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 826 648

繰延ヘッジ損益 △17 △20

為替換算調整勘定 △161 △410

その他の包括利益累計額合計 647 218

少数株主持分 2,555 2,801

純資産合計 43,010 44,953

負債純資産合計 135,176 135,668
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 91,568 88,930

売上原価 81,015 78,149

売上総利益 10,553 10,780

販売費及び一般管理費 6,705 6,914

営業利益 3,847 3,865

営業外収益   

受取利息 8 4

受取配当金 144 163

持分法による投資利益 428 603

受取賃貸料 122 90

その他 157 248

営業外収益合計 861 1,109

営業外費用   

支払利息 299 265

その他 103 73

営業外費用合計 403 338

経常利益 4,305 4,636

特別利益   

固定資産売却益 － 0

災害損失引当金戻入額 93 －

その他 0 －

特別利益合計 94 0

特別損失   

固定資産除却損 279 74

固定資産売却損 － 0

減損損失 42 466

その他 2 0

特別損失合計 324 541

税金等調整前四半期純利益 4,075 4,095

法人税、住民税及び事業税 1,514 1,685

法人税等調整額 △100 △342

法人税等合計 1,414 1,343

少数株主損益調整前四半期純利益 2,660 2,751

少数株主利益 310 372

四半期純利益 2,350 2,378
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,660 2,751

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △46 △191

繰延ヘッジ損益 0 △5

為替換算調整勘定 △352 △364

持分法適用会社に対する持分相当額 3 17

その他の包括利益合計 △394 △542

四半期包括利益 2,266 2,208

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,066 1,949

少数株主に係る四半期包括利益 199 259
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該当事項はありません。 

  

 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 
（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業であります。 

 ２ セグメント利益の調整額△707百万円には、セグメント間取引消去△35百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△671百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社の

一般管理費であります。 

 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日) 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 
（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業であります。 

 ２ セグメント利益の調整額△594百万円には、セグメント間取引消去63百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△657百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社の一

般管理費であります。 

 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントの変更等に関する事項 
P.4「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、第１

四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基
づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変
更しております。 
当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の容器事業のセグメント利益が35百万円増

加し、充填事業のセグメント利益が9百万円増加し、機械製作事業のセグメント利益が0百万円増加しておりま
す。 

  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

【セグメント情報】

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額 
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）３
容器
事業

充填
事業

機械製作
事業

計

売上高

 外部顧客への売上高 27,243 63,470 854 91,568 ― 91,568 ― 91,568

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

6,733 ― 2,624 9,357 ― 9,357 △9,357 ―

計 33,976 63,470 3,478 100,926 ― 100,926 △9,357 91,568

セグメント利益又は損失（△） 992 3,394 177 4,564 △10 4,554 △707 3,847

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額 
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）３
容器
事業

充填
事業

機械製作
事業

計

売上高

 外部顧客への売上高 25,560 62,634 735 88,930 ― 88,930 ― 88,930

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

6,184 ― 1,577 7,761 ― 7,761 △7,761 ―

計 31,744 62,634 2,312 96,691 ― 96,691 △7,761 88,930

セグメント利益又は損失（△） 713 3,851 5 4,571 △111 4,460 △594 3,865

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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